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物部川流域ふるさと交流推進協議会森林整備事業

活動状況報告書

１．事業主体 三嶺の森をまもるみんなの会

２．事業名

児童参加によるブナ等の植林と熊の森づくり－奥物部みやびの丘にて

３．事業の目的と実施状況

参加者：春季～５月９日（参加者約 80名） 秋期～ 10月 31日（参加者約 40名）

＊目的の第一は環境教育 シカ食害状況、絶滅危惧種のツキノワグマの話

駐車場にて、概況・日程説明後、シカ食害による林内のササと樹木の被害状況を観察

歩道の途中にてササや樹木の被害及び防鹿柵の内外の違いを観察

山頂にて、ツキノワグマの生態や冬眠前のエサとなるドングリの大事さを学ぶ
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＊目的の第二は、山頂付近のブナの後継樹を作ること 次世代の植樹

＊目的の第三は、熊の森づくり ツキノワグマのエサとなる木を植える（ブナ、ミズナ

ラとトチノキ）をみやびの丘の中腹部に植える

事業の効果は、十分な成果が上がったと思われます。特に、香美市こどもエコクラブは、

壁新聞に山の活動も掲載し、全国コンクールにて特別賞を授与されています。


